
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 令和６年度 改定理由 

品質管理基準 品質管理基準  

２ 品質管理基準及び規格値（案） ２ 品質管理基準及び規格値（案）  

目 次 目 次  

6 既製杭 ････････････････････････････････････････････････ Ⅱ － 6 6 既製杭工･････････････････････････････････････････････････ Ⅱ － 6 
7 基礎工･･･････････････････････････････････････････････････ Ⅱ － 6 
8 場所杭工･････････････････････････････････････････････････ Ⅱ － 6 
9 既製杭工（中堀り杭工コンクリート打設方式）･･･････････････ Ⅱ － 6 

 誤植 
 新規追加 
 新規追加 
 新規追加 

 注） なお、工種番号10番以後については、工種番号のみ変更とな
る項目は新旧対照表に表示していない。 

 

 



 

 
令和５年 

品質管理基準及び規格値 
令和６年 

品質管理基準及び規格値 
改定理由 

工 種 種別 試験区分 試験項目 試験方法 規格値 試験時期・頻度 摘  要 
試験成績 
表等によ
る確認 

工 種 種別 試験区分 試験項目 試験方法 規格値 試験時期・頻度 摘  要 
試験成績 
表等によ
る確認 

 

1  セメント・
コンクリート
（転圧コンク
リート・コンク
リートダム・覆
工コンクリー
ト・吹付けコン
クリートを除
く） 

施工後試験 必須 ひび割れ調査 スケールによる測定 0.2mm 本数 
総延長 
最大ひび割れ幅等 

高さが、5m以上の鉄筋コンク
リート擁壁、内空断面積が25
㎡以上の鉄筋コンクリートカ
ルバート類、橋梁上・下部工
及び高さが3m以上の堰・水
門・樋門を対象。（ただしい
ずれの工種についてもプレキ
ャスト製品及びプレストレス
トコンクリートは対象としな
い）とし構造物躯体の地盤や
他の構造物との接触面を除く
全表面とする。フーチング・
底版等で竣工時に地中、水中
にある部位については竣工前
に調査する。 
ひび割れ幅が0.2mm以上の場
合 
は、「ひび割れ発生状況の
調査」を実施する 

 1  セメント・
コンクリート
（転圧コンク 
リート・コン
クリートダ
ム・覆工コン
クリート・吹
付けコンクリ
ートを除く） 

施工後試験 必須 ひび割れ調査 スケールによる測定 0.2mm 本数 
総延長 
最大ひび割れ幅等 

高さが、5m以上の鉄筋コンク
リート擁壁、内空断面積が25
㎡以上の鉄筋コンクリートカ
ルバート類、橋梁上・下部工
及び高さが3m以上の堰・水
門・樋門を対象。（ただしい
ずれの工種についてもプレキ
ャスト製品及びプレストレス
トコンクリートは対象としな
い）とし構造物躯体の地盤や
他の構造物との接触面を除く
全表面とする。フーチング・
底版等で竣工時に地中、水中
にある部位については竣工前
に調査する。 
ひび割れ幅が0.2mm以上の場
合は、「ひび割れ発生状況の
調査」を実施する 
ただし、「３次元計測技術
を用いた出来形管理要領
（案）」により施工完了時
のひび割れ状況を調査する
場合は、ひび割れ調査の記
録を同要領（案）で定める
写真の提出で代替すること
ができる。 

 「３次元計測技術を
用いた出来形管理要
領（案）」に基づき
品質管理を実施する
場合同要領によるこ
とを追記。 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレデ
ィーミクスト
コンクリート
を使用する場
合は除 く） 

骨材の密度及び吸水
率試験 

JIS  A  1109 
JIS  A  1110 
JIS  A  5005 
JIS  A  5011-1～ 4 
JIS A 5021 

JIS  A  5364 
JIS  A  5308 

1回／月以上及び産地が変わ
った場合。 

JIS A 5005（砕砂及び砕
石） JIS A  5011-1（高炉
スラグ骨材） 
JIS A 5011-2（ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ 
細骨材） 
JIS A 5011-3（銅ｽﾗｸﾞ細骨
材） 
JIS A 5011-4（電気炉酸化ｽ
ﾗｸﾞ 細骨材） 
JIS A 5021（ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生骨
材H） 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレデ
ィーミクスト
コンクリート
を使用する場
合は除 く） 

骨材の密度及び吸水
率試験 

JIS A 1109 
JIS A 1110 
JIS A 5005 
JIS A 5011-1～4 
JIS A 5021 

JIS A 5364 
JIS A 5308 

1回／月以上及び産地が変わ
った場合。 

JIS A 5005（コンクリート
用砕石及び砕砂） 
JIS A 5011-1（コンクリー
ト用スラグ骨材－第1部：高
炉スラグ骨材） 
JIS A 5011-2（コンクリー
ト用スラグ骨材－第2部：フ
ェロニッケルスラグ骨材） 
JIS A 5011-3（コンクリー
ト用スラグ骨材－第3部：銅
スラグ骨 
材） 
JIS A 5011-4（コンクリー
ト用スラグ骨材－第4部：電
気炉酸化スラグ骨材） 
JIS A 5021（コンクリート
用再生骨材H） 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

JIS名称変更にとも
なう 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレデ
ィーミクスト
コンクリート
を使用する場
合は除 く） 

骨材の微粒分量試験 JIS  A  1103 
JIS  A  5005 

粗骨材：1.0％以下 
細骨材：コンクリートの表面
がすりへり作用を受ける場合
3.0％以下、その他の場合
5.0％以下（砕砂およびスラグ
細骨材を用いた場合はコンク
リートの表面がすりへり作用
を受ける場合5.0％以下その他
の場合7.0％以下） 

１回／月以上及び産地が変
わった場合。 
（微粒分量の多い砂１回／週
以上） 

  
 
 
 
 
 
 

○ 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレデ
ィーミクスト
コンクリート
を使用する場
合は除 く） 

骨材の微粒分量試験 JIS A 1103 
JIS A 5005 

粗骨材 
砕石 3.0％以下（ただし、粒
形判定実績率が58％以上の場
合は5.0％以下） 
スラグ粗骨材 5.0％以下 
それ以外（砂利等） 1.0％以
下細骨材 
砕砂 9.0％以下（ただし、す
りへり作用を受ける場合は
5.0％以下） 
スラグ細骨材  7.0％以下（た
だし、すりへり作用を受ける
場合は5.0％以下） 
それ以外（砂等） 5.0％以下 
（ただし、すりへり作用を受
ける場合は3.0％以下） 

工事開始前、工事中1回／月
以上及び産地が変わった場
合。 
（山砂の場合は、工事中1回
／週以上） 

  
 
 
 
 
 
 

○ 

骨材の微粒分量試験
について、コンクリ
ート標準示方書に沿
った改定を実施して
いたが、一部改定で
きていなかったた
め、1セメント・コ
ンクリート(転圧コ
ンクリート・コンク
リートダム・覆工コ
ンクリート・吹付け
コンクリートを除
く）と同様とする。 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレディ
ーミクストコン
クリートを使用
する場合は除 
く） 

コンクリート用混和
材・化学混和剤 

JIS  A  6201 
JIS  A  6202 
JIS  A  6204 
JIS  A  6206 
JIS  A  6207 

JIS A 6201（フライアッシ
ュ） 
JIS A 6202（膨張材） 
JIS A  6204（化学混和剤） 
JIS A  6206（高炉スラグ微
粉末） 
JIS A 6207（シリカフュー
ム） 

１回／月以上 
ただし、JIS A  6202（膨張
材）は１回／月以上、JIS A  
6204（化学混和剤）は１回
／６ヶ月以上 

試験成績表による。  
 
 
 

○ 

4 プレキャス
トコンクリー
ト製品 
（その他） 

材料 その他 
（JISマーク表
示されたレデ
ィーミクスト
コンクリート
を使用する場
合は除 く） 

コンクリート用混和
材・化学混和剤 

JIS  A  6201 
JIS  A  6202 
JIS  A  6204 
JIS  A  6206 
JIS  A  6207 

JIS A 6201（フライアッシ
ュ） 
JIS A 6202（膨張材） 
JIS A  6204（化学混和剤） 
JIS A  6206（高炉スラグ微
粉末） 
JIS A 6207（シリカフュー
ム） 

１回／月以上 
ただし、JIS A 6204（化学
混和剤） は1回／6ヶ月以上 

試験成績表による。  
 
 
 

○ 

誤植 

         7 基礎工 施工 必須 支持層の確認 試験杭 試験杭の施工により定めた方
法を満足していること。 

 中掘り杭工法（セメントミ
ルク噴出攪拌方式），プレ
ボーリング杭工法，鋼管ソ
イルセメント杭工法及び回
転杭工法における支持層の
確認は，支持層付近で掘削
速度を極力一定に保ち，掘
削抵抗値 
（オーガ駆動電流値，積分
電流値又は回転抵抗値）の
変化をあらかじめ調査して
いる土質柱状図と対比して
行う。この際の施工記録に
基づき，本施工における支
持層到達等の判定方法を定
める。 

 新規追加 

         8 場所杭工 施工 必須 孔底沈殿物の管理 検測テープ 設計図書による  孔底に沈積するスライムの
量は、掘削完了直後とコン
クリート打込み前に検測テ
ープにより測定した孔底の
深度を比較して把握する 

 新規追加 

         9 既製杭工 
（中堀り杭工
コンクリート
打設方式） 

施工 必須 孔底処理 検測テープ 設計図書による  泥分の沈降や杭先端からの
土砂の流入等によってスラ
イムが溜ることがあるの
で，孔底処理からコンクリ
ートの打設までに時間が空
く場合は，打設直前に孔底
スライムの状態を再確認
し，必要において再処理す
る 

 新規追加 

11 アスファル
ト舗装 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の96.5％以上。 500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

橋面舗装はコアー採取しない
でAs合材量（プラント出荷数
量）と舗設面積及び厚さでの
密度管理、または転圧回数に
よる管理を行う。 

 14 アスファル
ト舗装 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の94％以上。 
1個～3個の平均値：96.5％以上 
4個～6個の平均値：96％以上 
 7個以上の平均値：96％以上 
歩道箇所：設計図書による 

500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

橋面舗装はコアー採取しない
でAs合材量（プラント出荷数
量）と舗設面積及び厚さでの
密度管理、または転圧回数に
よる管理を行う。 

 実態を踏まえた規格
値の変更 

24 路上再生路
盤工 

施工 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [4]-256 
 
砂置換法（JIS A 
1214） 
 
砂置換法は、最大粒
径が53mm以下の場合
のみ適用できる 

基準密度の96.5％以上。 500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  27 路上再生路
盤工 

施工 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [4]-256 
 
砂置換法（JIS A 
1214） 
 
砂置換法は、最大粒
径が53mm以下の場合
のみ適用できる 

基準密度の93％以上 
1個～3個の平均値：96.5％以上 
4個～6個の平均値：95.5％以上 
 7個以上の平均値：95％以上 

500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  実態を踏まえた規格
値の変更 

25 路上表層再
生工 

施工 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の98.5％以上 500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

空隙率による管理でもよい。  28 路上表層再
生工 

施工 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の96％以上 
1個～3個の平均値：98.5％以上 
4個～6個の平均値：98％以上 
 7個以上の平均値：98％以上 

500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

空隙率による管理でもよい。  実態を踏まえた規格
値の変更 

 



 

令和５年 
品質管理基準及び規格値 

令和６年 
品質管理基準及び規格値 

改定理由 

工 種 種別 試験区分 試験項目 試験方法 規格値 試験時期・頻度 摘  要 

試験成績 

表等によ

る確認 

工 種 種別 試験区分 試験項目 試験方法 規格値 試験時期・頻度 摘  要 

試験成績 

表等によ

る確認 

 

26 排水性舗装
工・透水性舗
装工 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-224 

基準密度の96.5％以上。 500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  29 排水性舗装
工・透水性舗
装工 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-224 

基準密度の94％以上 
1個～3個の平均値：96.5％以上 
4個～6個の平均値：96％以上 
 7個以上の平均値：96％以上 
歩道箇所：設計図書による 

500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  実態を踏まえた規格
値の変更 

27 プラント再
生舗装工 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の96.5％以上。 500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  30 プラント再
生舗装工 

舗設現場 必須 現場密度の測定 舗装調査・試験法便
覧 [3]-218 

基準密度の94％以上 
1個～3個の平均値：96.5％以上 
4個～6個の平均値：96％以上 
 7個以上の平均値：96％以上 
 
再アス処理の場合 
基準密度の93％以上 
1個～3個の平均値：96.5％以上 
4個～6個の平均値：95.5％以上 
 7個以上の平均値：95％以上 

500㎡に１個の割でコアーを
採取して測定。 

  実態を踏まえた規格
値の変更 

31 中層混合処
理 
※全面改良の場
合に適用。混合
処理改良体
（コラム）を造
成する工法には
適用しない 

材料 必須 土の湿潤密度試験 JIS G 0191 設計図書による 土質の変化したとき必要に応
じて実施する。 

配合を定めるための試験であ
る。 

 34 中層混合処
理 
※全面改良の場
合に適用。混合
処理改良体
（コラム）を造
成する工法には
適用しない 

材料 必須 土の湿潤密度試験 JIS A 1225 設計図書による 当初及び土質の変化した時。 配合を定めるための試験であ
る。 

 誤植 

32 鉄筋挿入工 施工 必須 引き抜き試験 地山補強土法設計・
施工マニュアル 

設計図書による ・施工全数量の3％かつ3本以
上を標準とする。 
・載荷サイクルは1サイクル
とする。 

  35 鉄筋挿入工 施工 必須 引き抜き試験 
（受入れ試験） 
引き抜き試験 
（適合性試験） 

地山補強土工法設
計・施工マニュアル 

設計図書による ・施工全数量の3％かつ3本以
上を標準とする。 
・載荷サイクルは1サイクル
とする。 

  誤植 

 


